
 

 「今年の夏はお箸美人になろう!!」と 7 月の食育だよりで「はしの持ち方」を紹介しましたが、

この夏休み期間中に取り組むことができましたか？和食の食事作法は「はしに始まり、はしに終わ

る」といわれるほど、はしの使い方はとても重要です。「切る」「はさむ」「まぜる」などの様々な

使い方ができるので、正しい持ち方や使い方を身につけると、食べる姿が美しく、食事もスムーズ

にできます。魚の骨を上手に取りながら食べたり、茶碗についたご飯粒を残さず食べたりすること

もできます。２学期も引き続き「正しいはしの持ち方」を意識して食べお箸美人を目指しましょう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  子どもたちは、正しいはしの使い方をしている大人が身近にいると、 

自然にはしの使い方を学んでいきます。家庭での食事時間に、はしの 

持ち方や使い方について確認してみて下さい。 
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